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友
の
会
の
皆
様
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
国
内
感
染
者
が
か
な
り

減
っ
て
き
て
、
日
本
で
は

や
っ
と
収
束
が
見
え
て
き
た

か
な
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
登
場
。
今
、

こ
の
挨
拶
を
書
い
て
い
る
時

点
で
は
、
国
内
で
の
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
感
染
者
は
ま
だ
１

桁
で
す
が
、
政
府
の
水
際
対

策
を
見
て
も
、
今
ま
で
の
対

応
か
ら
し
て
も
、
海
外
か
ら

さ
ら
に
持
ち
込
ま
れ
、
第
６

波
が
来
て
し
ま
う
の
は
時
間

の
問
題
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
事
は
、
こ
れ
だ
け
物
事

が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
、
世

界
中
の
ほ
ぼ
ど
こ
へ
で
も
簡

単
に
行
け
る
ご
時
世
か
ら
考

え
て
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

収
束
（
終
息
）
さ
れ
な
い
限

り
、
下
手
を
す
る
と
延
々
と

こ
の
繰
り
返
し
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、

鎖
国
で
も
し
な
い
限
り
、
日

本
だ
け
が
収
束
（
終
息
）
を

迎
え
る
事
は
、
相
当
困
難
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
が
十
分
に
行
き
届
か
な
い
、

感
染
後
の
医
療
に
十
分
対
応

し
き
れ
な
い
（
日
本
も
そ
う

で
し
た
が
）
諸
国
、
地
域
に

世
界
規
模
で
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
の

日
本
の
役
割
も
、
一
方
で
問

わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
の
選
挙
で
は
、

あ
れ
だ
け
コ
ロ
ナ
対
策
で
全

国
民
が
痛
い
目
を
見
た
は
ず

な
の
に
、
結
果
は
ご
存
知
の

通
り
、
現
状
維
持
の
選
択
と

な
り
ま
し
た
。
現
行
の
選
挙

制
度
の
も
と
、
ま
た
、
投
票

率
か
ら
見
て
も
、
大
半
の
日

本
人
が
選
ん
だ
結
果
と
は
と

て
も
言
い
難
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
結
果
は
現
実
と
し

て
受
け
止
め
、
そ
こ
か
ら
、

ま
た
、
ス
タ
ー
ト
し
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
立
憲
民
主

党
の
党
首
が
変
わ
り
、
夏
の

参
議
院
選
の
た
た
か
い
が
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
未
知
数

の
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
衆

議
院
で
は
改
憲
勢
力
が
３
分

の
２
以
上
を
超
え
ま
し
た
の

で
、
参
議
院
選
で
は
、
何
と

し
て
も
そ
の
勢
力
を
抑
え
て
、

「
ね
じ
れ
」
の
状
態
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

憲
法
53
条
（
臨
時
国
会
の

招
集
義
務
）
を
安
倍
政
権
も

菅
政
権
も
事
実
上
無
視
を
し

て
き
ま
し
た
。
安
倍
政
権
に

対
し
、
こ
の
対
応
が
憲
法
違

反
で
は
な
い
か
と
野
党
の
議

員
が
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
控
訴
審
に
提

出
さ
れ
た
意
見
書
の
中
で
、

元
最
高
裁
判
事
の
浜
田
邦
男

弁
護
士
は
、「
国
民
の
信
託

を
受
け
た
国
会
議
員
の
活
動

そ
の
も
の
を
行
わ
せ
な
い
違

憲
明
白
な
行
為
」
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。『「
違
憲
明
白
な

行
為
」
を
放
置
す
る
政
治
家

に
改
憲
の
提
案
を
す
る
資
格

が
あ
る
の
か
、
私
は
疑
っ
て

い
る
。』（
２
０
２
１
年
11
月

30
日
朝
日
新
聞
編
集
委
員
豊

秀
一
）。
私
も
全
く
同
感
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
ま
だ
、
気

の
抜
け
な
い
日
々
が
続
き
ま

す
が
、
感
染
対
策
を
引
き
続

き
十
分
お
こ
な
い
な
が
ら
、

可
能
な
範
囲
で
友
の
会
活
動

も
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
協

会
と
し
て
も
支
援
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染

の
収
束
（
終
息
）
へ
向
け
て
の

取
り
組
み
、
夏
の
参
議
院
選
な

ど
、
今
後
の
日
本
の
未
来
に
大

き
く
関
わ
る
年
に
な
り
そ
う

で
す
。
来
年
こ
そ
は
世
話
人
交

流
会
が
開
催
さ
れ
る
事
を
切

に
願
っ
て
い
ま
す
。

本年もよろしく
お願いいたします

頌
春

〜
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
、憲
法
を
守
る
運
動
、

�

諦
め
ず
、粘
り
強
く
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
〜

深　

町　

知　

博

理
　
事
　
長

青森県西目屋村まちのチカラ

新春対談　核なき未来へ

食と健康 洋風おせちを作りませんか

うちでも元気　体操＆脳トレ
けんこう教室 化学物質過敏症とは
新連載 神々のルーツ／凜と咲く
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2022年男年女 今年はこんな年に
　自分が年男だと記事の依頼で知るほど年に
無頓着になっていた。入職した時が年男、気
づけば一回り下の若者と働いていることに驚
かされ。十勝勤医協と同い年、病院のひび割
れをみると切なくなる。職場では中堅に、ジ
ャンボリーでは古株に、組合に行けば若手に
なる都合のいい年齢。今年の抱負を考えて、
貫禄欲しいと思っても、どうやったらつくの
か悩んでいるうちはダメなのだろう。無趣味な私は、仲間とお酒を飲
んで語り合うのが唯一の楽しみ。話題は、憲法からアニメまで、楽し
く飲むのがモットー。コロナ禍で疎遠になってしまった飲み会。飲み
にケーションは絶滅の危機らしい。たいへんだ救わねば。よし！今年
の抱負は飲み会保護活動だ！
� 帯広病院　作業療法士　吉野　和孝

　明けましておめでとうございます。６度目
の寅年を迎えることができ嬉しく思います。
　昨年までは新型コロナウイルスの猛威で暗
い話が多くいろいろな事がありました。新緑
友の会も、活動を自粛しなければなりません
でした。仲間の一致団結で、少しずつ活動す
る事ができるようになって新年を迎えられる
事を幸せに思います。

　14年前に始めたオリジナルバッグ作りも、趣味から商売へとなりま
した。家族の支えと多くの人達の出会いと協力があって今があります。
本当に感謝しています。
　今日かで好きなバッグ作りができるのも、健康で何事にも挑戦する
気持ちをなくさないよう、笑顔と思いやりをかみしめながら１年を過
ごしていきたいと思います。
� 新緑友の会　吉田　美雪

　入職して１年目の友の会ニュースでも、年
女として抱負を述べさせて頂きました。それ
からあっという間に12年が経ち、３年目の年
女です。
　去年は、４月に育児休暇から復帰し、初め
てのデイケア勤務ということで、慣れない仕
事とやんちゃ盛りの２人の子どもの育児に追
われ、怒涛の１年でした。

　今年は、コロナ禍の中、元気にデイケアに通ってくださっている利
用者の方々に、これからも安心して利用してもらえるよう、感染対策
をしっかり行いながら、笑顔で過ごしていただけるケアを続けていき
たいと思います。
　そして、２人目の子どもが生まれてから１度も行けていない家族旅
行に！
　コロナの終息を願って、家族や友達との楽しい思い出がたくさんで
きる１年になればいいなぁと思っています。
� ケアセンター白樺　デイケア　田中　麻衣

地域団体組織との連携を
　今年も宜しくお願いします。
　さて、豊頃町へ定着してから40年あまり
が過ぎました。その間、人口の減少、高齢化、
さらには世代継承もままならず、友の会の会
員数は減少の一途をだどっています。要因の
一つとしては、日頃の活動の弱体化が影響し
ていることも反省するところです。友の会の

活動において「ふまねっと」をはじめカラオケ、旅行、食事会など、地
域の福祉団体、文化団体等と共有できる取り組みが多数あります。ま
た、友の会の会員の中には、地域の各団体の中堅として活躍している
方もおります。
　これらをふまえて大切なのは、友の会と地域の団体組織との垣根を
作らず、交流を深め協力を惜しまず、友の会として活動の幅を広げて
いくことが大切だと考えます。微力ながらも着実に友の会の発展に寄
与することを誓い、年頭の挨拶と致します。
� 豊頃友の会　岩井　　明

　あけましておめでとうございます。看護師

として働き早くも２年が経とうとしていますが、

関わってくださる周りの方々にたくさん支え

られながらも、日々学び成長させてもらって

います。コロナ禍の今、「患者さんと家族が会

いたくても会えない状況である」、というのが、

私は一番切ないことだなと感じます。帯広病

院では、在宅サービスを整えて馴染みの環境、

家族がいる在宅へ退院される方も多くいます。

これは、病院問わずできることではなく、地域や患者・家族に密着した

勤医協だからこそできた強みではないかと感じます。今年は、一職員と

して魅力ある看護・退院支援に対する理解をさらに深め、何よりも健康

を大切にしながら頑張っていきたいと思います。

� 帯広病院　病棟看護師　渋谷　七緒

　毎年、色々とやるべき事を思いながら１年
が経過しています。コロナ禍で身体を動かす
機会が減り、実は２年前からテレビ体操を始
めてみました。これが真剣に行うとうっすら
汗をかくような運動になります。硬くなって
いた身体が伸びて気持ち良かったりするので、
朝の10分できるだけ行っています。今年はそ
れに加えて、子どもたちにも手が掛からなく
なり自分の時間が増えてきたので、１日20分の読書（活字を読むと睡
魔に襲われるので限界かな）と断捨離をして家の中をスッキリさせた
いです。
� 居宅白樺　本田　奈美絵

　私は寅年、甲寅。
　寅年の長所はしっかり者、短所は負けず嫌い。
　そんな私は、しっかり者ではなくちゃっか
り者。
　争いごとは嫌いだけど、確かに負けず嫌い
かも。
　昨年は旅行に行けない我慢の年。少ししか
できなかった（しなかった）糖質制限。冷たい
風にあたりながら流れ星を私だけが観る事ができず、たこの頭が入っ
ているたこ焼きを美味しく食べ、もちろん仕事も楽しい丑年でした。
　今年の漢字は「磨」。週末のチートデイが楽しみな糖質制限をこっそ
り開始（予定）、コロナが落ち着けば飛行機に乗って笑える場所に行き、
神社仏閣で心を洗い、階段を息切れせずに一段飛ばしができるくらい
健康な体になるように、心身ともに磨きをかける寅年にしたいです。
� 帯広病院　管理栄養士　増川　祐子
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友の会大腸がん無料健診はもうお済みですか？
十勝勤医協では40才以上の友の会員さんの健康を守る為、年１回無料大腸がん検診を実施しています。
まだ容器が届いていない方は、ご連絡ください。ご自宅で検査容器眠っていませんか？ご活用下さい。

病気の早期発見・早期治療につなげるため、是非この機会をご利用下さい。

コロナで中止していた相談会を再開！
　11月17日、栄友の会では昨年からコロナで中止して

いたふまねっとを再開しました。

　健康相談会も一緒に再開しようと、ふまねっとで運

動したあと行いました。

　白樺ケアセンターからリハビリ技師の荻原さん、浜

野さんの指導で基本姿勢から歩き方、座る姿勢、室内

でもできるトレーニング、横ウオーキング、スクワッ

トなどを実践。動かす部位を意識してやる優しい運動

を体験しました。参加者か

らは「普段からの姿勢が大

事なんですね」と感想も寄

せられました。

 【栄友の会　佐藤久輝】

健康相談会　再開しました！
　新型コロナウイルスで友の会活動を自粛していましたが、新緑友の会では11

月18日（木）に健康相談会を行いました。白樺医院待合室を借り、講師の星山リ

ハビリ主任さんをむかえ、姿勢改善のストレッチ＆トレーニングを教えていた

だきました。

　新入職員介護福祉士井口さんも交え、楽しい講習会となりました。

　最初に全員が立ち姿をチェックしてもらいましたが、１名以外は首が前に傾

いていると言われ、キチンとした姿勢で立っていると思っていましたが、なか

なかできなく意外とむずかしいネ…との声も。

　短時間でしたが、いろいろなストレッチを教えてもらい結構な汗もかき、楽

しい時間を笑顔で終える事ができました。これか

らも心身機能を少しでも鍛える様、感染防止に気

をつけて、ふまねっと、健康相談会等活動をして

いきたいと思います。

 【新緑友の会　吉田美雪】

友の会の皆様の特定健診は当院で

※受診券と保険証を持ってご来院ください

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
49
回
衆
議
院
選
挙
の
結
果
は
、
自
公
と
そ
の
補
完

勢
力
で
あ
る
維
新
の
会
が
改
憲
に
必
要
な
３
分
の
２
議

席
を
維
持
し
ま
し
た
。

　

選
挙
後
、
憲
法
９
条
改
憲
へ
の
危
険
な
動
き
が
進
ん

で
い
ま
す
。
岸
田
首
相
は
「
党
内
の
体
制
を
強
化
す
る

こ
と
」「
国
会
に
お
け
る
精
力
的
な
議
論
を
進
め
る
こ
と
」

と
し
て
前
の
め
り
発
言
を
繰
り
返
し
、「
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
」
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
軍
事

費
の
増
額
な
ど
軍
拡
を
画
策
し
て
い
ま
す
。

 
 

維
新
の
会
と
国
民
民
主
党
は
「
憲
法
改
定
議
論
の
加

速
」
で
合
意
し
、
自
公
の
改
憲
策
動
を
応
援
・
後
押
し

し
て
い
ま
す
。

 
 

岸
田
首
相
は
「
新
し
い
資
本
主
義
、
新
自
由
主
義
か

ら
の
転
換
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
進
め
て
い
る
事

は
20
万
床
の
病
床
削
減
と
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合

な
ど
社
会
保
障
切
り
捨
て
で
す
。

　

破
綻
し
た
沖
縄
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
と
日
本
学
術

会
議
へ
の
人
事
介
入
の
継
続
、
森
友
、
加
計
、
桜
を
見

る
会
な
ど
国
政
私
物
化
疑
惑
の
真
相
究
明
に
背
を
向
け

て
い
ま
す
。
安
倍
・
菅
政
治
の
継
続
そ
の
も
の
で
す
。

　

市
民
連
合
と
野
党
は
「
共
闘
こ
そ
改
憲
勢
力
に
対
抗

し
う
る
道
」
と
追
求
し
、
「
共
闘
」
し
た
59
選
挙
区
で

勝
利
し
、
自
民
党
の
重
鎮
や
有
力
政
治
家
を
落
選
さ
せ

ま
し
た
。
33
選
挙
区
で
僅
差
ま
で
追
い
上
げ
ま
し
た
。

共
闘
こ
そ
が
改
憲
勢
力
に
対
抗
で
き
る
こ
と
を
示
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
乗
じ
た
憲
法
改
悪
・
国
会
発
議
に
反
対

し
、「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全
国
署
名
」
で
草
の
根

か
ら
の
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

　

昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
友
の
会
活
動

に
多
く
の
影
響
が
出
ま
し
た
。

　

友
の
会
世
話
人
交
流
会
は
昨
年
に
続
き
中
止
と
し
ま

し
た
。

　

友
の
会
は
、
人
と
人
の
繋
が
り
、
拠
り
所
の
活
動
と

し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
も
輝
き
を
増
し
て
い
ま
す
。　

  

地
域
で
は
高
齢
化
が
一
層
進
み
ま
し
た
。
友
の
会
の

活
動
は
、
一
人
ぼ
っ
ち
の
会
員
を
無
く
す
取
り
組
み
と

し
て
重
要
で
す
。
そ
の
為
に
「
感
染
を
防
ぐ
事
は
、
命

を
守
る
こ
と
」
と
し
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
、

３
密
を
避
け
、
十
分
な
換
気
な
ど
感
染
対
策
を
と
り
、

友
の
会
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

気
に
な
る
会
員
さ
ん
へ
の
声
か
け
、
友
の
会
ニ
ュ
ー

ス
配
布
時
の
「
ひ
と
声
か
け
活
動
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

夏
の
参
議
院
挙
で
は
国
民
と
野
党
の
共
同
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
命
と
暮
ら
し
を
守
れ
！
憲
法
を
守
れ
！

社
会
保
障
を
守
れ
！
地
域
医
療
を
守
れ
！

　

一
人
ひ
と
り
の
願
い
の
実
現
の
た
め
岸
田
政
治
を
終

わ
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

改
憲
発
議
を
許
さ
ず
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

新
年

挨
拶

山
本　

鉄
雄

十
勝
勤
医
協
　

友
の
会
連
絡
協
議
会

会
　
長

※問い合わせは各十勝勤医協事業所まで
帯広病院・白樺医院では、帯広市の他、音更町、幕別町の方も、特定健診を受けることができます。

身体測定・胸囲・血圧・尿検査
血液検査　貧血検査、肝機能検査、血中脂質、血糖検査、心電図
　　　　　胸部レントゲン（友の会員のみ）
・帯広市国保で40歳～74歳の方（無料）
・�保険によっては受検できない場合がありますので、お問い合わせください。

健診
内容

対象
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お知らせください
　お引越しなどで住所が変わられた場合は、お
手数ですが地域役員さん（４面下部参照）もしく
は連絡会事務局（21-4144）までご連絡ください。 

「友の会ニュース」配布にご協力ください
　毎月「友の会ニュース」をお読みいただきあり
がとうございます。この機関誌は十勝管内の約
15,500人の友の会員の皆さんに、主に手配りで
配布されています。しかしながら会員さんの減
少や世話人さんの高齢化等により配布が困難と
なっている地域が多くあります。
　お住まいの地域の周りで、月に１回、配布に
ご協力いただける方を募っています。各地の友
の会役員（４面下部参照）または、連絡会事務局

（21-4144）までお問い合わせください。ご協
力をお願いいたします。

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

☎
〇
一
五
五-

二
一-

四
一
四
四

生
き
生
き
広
場

頭

の

体

操

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
守
屋　

敏
紀

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

三
〇
八
四

【
音
更
西
】
尾
崎　

忠
顕

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
〇
六
三

【
音
更
南
】
野
口　

清
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
二
一
二

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎　

節
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
岩
本　

正
雄

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

五
七
八
五

【
本　

別
】
広
川　

雪
子

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

三
三
六
七

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
山
口
久
美
子

 

二
五

－

七
七
六
二

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
佐
藤　

久
輝

 

三
三

－

六
三
九
九

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

 

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

 

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
堀
田　

省
悟

 

五
八

－

一
六
五
〇

【
白　

樺
】
武
井　

純
子

 

三
六

－

二
四
二
四

【
新　

緑
】
瘧
師　

光
枝

 

〇
九
〇

－

七
六
五
〇

－

五
五
一
七

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
原　
　

正
子

 

五
九

－

二
四
四
二

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

看

疫 □ 巣

気

被

防 □ 難

害

皆

虚 □ 理

常

安

鼻 □ 吹

子

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字
を
並

べ
替
え
□
の
中
に
入
れ
て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
題
者
は
開
康
子
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

【
ヒ
ン
ト
】今
回
は
ノ
ー
ヒ
ン
ト
で
す

【
答　
え
】□
□
□
□（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。「
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
」
へ

の
ご
感
想
、
ご
意
見
な
ど
を

添
え
て
頂
け
ま
し
た
ら
、
可

能
な
限
り
紙
面
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。（
匿
名
希
望
の
方

は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

【
宛　
　
先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　
品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

１
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
５
４
号

（
３
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
５
０
号
の
当
選
者
】

答
え
は「
柳
葉
魚
」で
し
た
。

　

応
募
総
数
１
２
１
通
、
正

解
者
１
２
０
通
の
中
か
ら
抽

選
に
よ
り
、
次
の
10
人
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

安
藤
年
廣　

大
塚
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
（
帯
広
市
）

菅
尾
忠
正　
　
（
音
更
町
）

大
野
厚
子　
　
（
幕
別
町
）

室
本
敏
行　
　
（
士
幌
町
）

沼
田　

繁　
　
（
足
寄
町
）

西
沼
幾
代　
　
（
芽
室
町
）

佐
藤　

博　
　
（
池
田
町
）

加
藤　

美
智
子（
清
水
町
）

畑
下　

恵
二　
（
広
尾
町
）

さ
れ
て
女
性
グ
ル
ー
プ
の
１

員
と
な
っ
た
。
私
は
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
か
ら
様
子
を
見

る
事
に
し
た
。

　

10
時
に
な
る
と
、
介
護
職

員
の
方
が
参
加
者
と
挨
拶
を

交
わ
し
た
後
、
体
操
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
中
身
は
覚

え
て
い
な
い
）
が
行
わ
れ

た
。
利
用
者
さ
ん
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
調
に
合
わ
せ

て
参
加
し
て
い
た
。
母
も
見

よ
う
見
ま
ね
で
手
足
を
動
か

し
て
い
た
よ
う
だ
。
一
方

で
、
指
導
員
の
も
と
機
能
回

復
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行

っ
て
い
る
利
用
者
さ
ん
の
姿

も
見
ら
れ
た
。

　

昼
食
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
考
え
ら
れ
た
献
立
で
、
母

も
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い

た
。
そ
の
後
、
入
浴
時
間
な

ど
が
あ
っ
て
３
時
に
は
お
や

つ
タ
イ
ム
、
そ
し
て
４
時
に

は
帰
宅
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
だ
っ
た
。
初
め
て
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
体
験
だ
っ
た
が
、

母
か
ら
の
「
年
寄
り
ば
っ
か

り
…
」
と
い
う
言
葉
に
笑
う

し
か
な
か
っ
た
…
。

　

そ
の
１
週
間
後
、
母
は
い

よ
い
よ「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」に

行
く
事
に
な
っ
た
。
水
曜
日

と
土
曜
日
の
週
２
回
利
用

し
、
少
し
で
も
楽
し
い
時
間

白
樺
友
の
会

 

私
の「
老
々
介
護
」回
顧
記
④

　

２
０
１
８
年
４
月
上
旬
、

私
は
、
母
を
連
れ
て
「
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
白
樺
」の「
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
」
の
お
試
し
体
験
に

行
っ
た
。
９
時
過
ぎ
に
着
い

た
の
だ
が
、
次
か
ら
次
へ
と

利
用
者
さ
ん
た
ち
、
30
～
40

名
程
が
フ
ロ
ア
ー
に
集
ま
っ

て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
ブ

ル
ご
と
の
指
定
席
に
座
っ

た
。
男
女
別
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
い
て
、
母
も
案
内

を
過
ご
し
入
浴
も
し
て
く
れ

た
ら
…
。
そ
ん
な
願
い
を
託

し
た
の
だ
が
、
母
は
心
の
底

か
ら
納
得
し
て
い
る
よ
う
に

は
見
え
な
か
っ
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
当
日
に
な

っ
て
も
、「
や
っ
ぱ
り
行
か
な

い
と
ダ
メ
…
？
」「
行
き
た
く

な
い
…
」「
断
っ
て
…
」
を
繰

り
返
す
…
。
私
は
「
足
が
弱

っ
て
い
る
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を

し
て
直
し
て
！
お
願
い
だ
か

ら
…
」と
引
か
な
か
っ
た
…
。

　

９
時
少
し
前「
送
迎
車
」
が

玄
関
前
に
着
き
、
女
性
介
護

職
員
さ
ん
が
、「
○
○
さ
ん
お

早
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
迎
え

に
き
ま
し
た
…
。
」
と
明
る
い

声
で
母
を
呼
ん
だ
。
母
は
そ

の
声
に
誘
さ
れ
職
員
の
方
に

支
え
ら
れ
て
、
や
っ
と
「
送

迎
車
」
に
乗
っ
た
。
私
は
、

ホ
ッ
と
し
た
。

　

車
を
見
送
り
な
が
ら
、
身

体
が
軽
く
な
る
の
を
覚
え
た

…
。
そ
の
日
の
４
時
頃
、
母

は
職
員
の
方
に
付
き
添
わ
れ

て
「
送
迎
車
」
か
ら
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら
降
り
て
来
た
。
朝

の
あ
の
時
間
は
何
だ
っ
た

の
？
こ
の
先
、
案
外
行
け
る

か
も
…
。
こ
の
時
私
は
そ
う

思
っ
た
。
付
き
添
っ
て
き
た

職
員
の
方
か
ら
も
、「
お
風
呂

に
も
入
っ
た
し
、
楽
し
そ
う

で
し
た
よ
…
。
」
と
聞
か
さ

れ
、
よ
か
っ
た
～
と
ひ
と
ま

ず
安
心
し
た
。

　

母
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行

っ
て
い
る
日
は
、
私
に
と
っ

て
解
放
さ
れ
た
気
持
ち
に
な

り
、
少
し
の
間
だ
け
れ
ど
、

「
自
由
」を
味
わ
っ
た
。
水
曜

日
は
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
充
て
た
。

　

そ
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

開
始
後
１
～
２
か
月
は
、
何

と
か
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

た
が
、
少
し
ず
つ「
入
浴
」を

嫌
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
…
。
付
き
添
っ
て
き
た
職

員
の
方
の
話
で
は
、
何
と
か

脱
衣
室
ま
で
誘
導
す
る
の
だ

が
、
入
浴
ま
で
に
は
至
ら
な

い
と
い
う
…
。

　

３
か
月
に
一
度
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
家

族
と
施
設
側
と
の「
会
議
」が

あ
っ
て
、
母
の
様
子
や
今
後

の
ケ
ア
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。
私
は
、
せ
め
て
入
浴

だ
け
は
と
願
っ
た
が
、
本
人

が
嫌
が
る
の
を
無
理
に
す
る

こ
と
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
そ

の
も
の
に
来
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
と
い
っ
て
、
自
然
に

入
浴
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち

に
な
る
ま
で
待
つ
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
に

も
関
心
を
持
た
ず
、
担
当
者

を
困
ら
せ
て
い
る
こ
と
も
分

か
っ
た
。

　

そ
し
て
全
く
入
浴
し
な
い

日
が
１
～
２
週
間
と
続
い
た
。

同
時
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ

の
拒
否
反
応
も
強
く
現
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
…
。
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